
　
花
粉
症
の
季
節
が
去

り
、
鮮
や
か
な
若
葉
を

求
め
て
さ
ぁ
屋
外
へ
、

で
も
太
陽
の
下
に
は
豊

富
な
紫
外
線
が
待
ち
構

え
て
い
ま
す
。
熱
中
症

に
も
注
意
し
な
が
ら
、
清
清
し
い
気
候
を
満
喫
し

御
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
平
素
よ
り

格
別
の
ご
厚
誼
に
あ
ず
か
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
こ
の
３
月
１
日
の
『
足
立

信
也
後
援
会
』準
備
会
を
兼
ね
た『
参
地
ネ
ッ
ト
04

in
大
分
』
の
開
催
に
お
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方
に

物
心
両
面
に
わ
た
り
、
大
き
な
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
を
含
め
11
人
の
参
議
院
議
員
が
大
分
に
集
ま
っ

た
こ
と
は
か
つ
て
な
く
、
真
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
皆
様
方
も
堪
能
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
４
月
27
日
投
開
票
の
衆
議
院
山
口
県
第
二
区
補

欠
選
挙
に
お
い
て
、
民
主
党
の
平
岡
候
補
が
大
勝

し
ま
し
た
。
し
か
し
４
月
30
日
に
、
道
路
特
定
財

源
の
暫
定
税
率
を
今
後
10
年
間
維
持
す
る
「
租
税

特
別
措
置
法
」
が
衆
議
院
で
再
議
決
さ
れ
、
そ
し

て
、
５
月
13
日
に
も
道
路
特
定
財
源
は
道
路
の
整

備
に
し
か
使
わ
な
い
と
い
う
「
道
路
整
備
費
財
源

特
例
法
」
の
再
議
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
補
欠
選
挙
の
争
点
は
①
道
路
特
定
財
源
と
暫
定

税
率
、②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、③
年
金
記
録
問

題
と
消
え
た
年
金　
こ
の
３
点
に
絞
ら
れ
、
有
権

者
は
明
確
に
道
路
特
定
財
源
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
N
O
と
言
っ
た
の
で
す
。
こ
の
選
挙
結
果

と
再
議
決
の
あ
ま
り
に
も
大
き
な
相
違
は
い
っ
た

い
な
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

　
①
道
路
特
定
財
源
の
議
論
は
端
的
に
い
っ
て
こ

の
国
の
形
を
決
め
る
論
争
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
も

そ
も
、
恒
久
減
税
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
所
得

税
の
定
率
減
税
は
昨
年
８
年
間
で
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
道
路
特
定
財
源
は
暫
定
で
34
年
、

そ
し
て
さ
ら
に
10
年
延
長
す
る
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
国
は
自
動
車
を
持
つ
こ
と
に
お
金
が
か
か
り

す
ぎ
る
、
車
を
買
う
と
き
、
保
管
す
る
だ
け
で
も

課
税
さ
れ
ま
す
。
自
動
車
関
係
諸
税
は
極
め
て
複

雑
、
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
高
速
料
金
も

加
味
し
た
ガ
ソ
リ
ン
税
と
合
わ
せ
る
と
世
界
一
高

い
課
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
益
者
負
担
と
い
い

ま
す
が
自
動
車
は
地
方
に
と
っ
て
必
需
品
で
す
。

大
分
県
は
東
京
都
に
比
べ
て
一
人
当
た
り
2.8
倍
の

道
路
関
係
諸
税
を
納
め
て
い
る
の
で
す
。
と
り
あ

え
ず
税
金
だ
け
集
め
て
使
い
道
は
こ
れ
か
ら
考
え

る
と
い
う
、
中
央
集
権
的
な
時
代
錯
誤
の
や
り
方

を
今
後
も
続
け
さ
せ
て
良
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

我
々
は
道
路
特
定
財
源
を
一
般
財
源
と
し
て
暫
定

税
率
を
な
く
し
、
地
方
に
は
２
兆
円
の
交
付
金
を

交
付
す
る
と
提
案
し
て
い
る
の
で
す
。
地
方
に

と
っ
て
は
減
税
さ
れ
、
国
か
ら
は
使
途
の
限
定
さ

れ
な
い
一
括
交
付
金
を
得
る
。
ま
さ
に
地
方
主
権

の
時
代
に
必
要
な
地
方
重
視
の
政
策
で
す
。
国
の

予
算
は
３
兆
円
弱
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国

の
歳
出
は
一
般
会
計･

特
別
会
計
合
わ
せ
て
２
１

４
兆
円
で
す
。
わ
ず
か
1.4
％
の
工
夫
が
で
き
な
い

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
縦
割
り
行
政
の
弊
害
そ
の
も

の
で
す
。
そ
も
そ
も
道
路
以
外
の
無
駄
使
い
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
出
て
き
ま
し
た
。
公
用
車
の
お
抱
え
運
転

手
代
年
間
１
６
７
億
円
、
国
交
省
職
員
の
宿
舎
建

設
に
毎
年
24
億
円
、タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
23
億
円
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
５
億
円
、
た
っ
た
３
部
の
報
告

書
に
１
億
円…

。
必
要
な
道
路
は
ど
う
や
っ
て
決

め
る
の
か
。
構
想
段
階
か
ら
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

議
論
を
す
る
方
法
は
P
I（public involvem

ent

）

と
い
っ
て
、
欧
米
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日

本
で
は
行
政
側
の
説
明
会
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
障
害
者
自
立
支
援

法
の
二
の
舞
で
す
。
２
年
前
の
健
康
保
険
法
等
の

改
正
案
の
政
省
令
事
項
は
４
４
０
項
目
に
の
ぼ
り

ま
す
。
障
害
者
自
立
支
援
法
は
２
０
１
項
目
で
し

た
。
私
た
ち
は
明
文
化
さ
れ
た
具
体
策
の
提
示
の

な
い
ま
ま
法
律
の
審
議
を
し
ま
す
。
し
か
し
構
想

は
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
懸
念
が
生
じ
、
施
行
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
て

質
問
を
し
ま
す
。
今
日
の
国
民
の
大
半
が
反
対
す

る
事
態
は
予
測
で
き
て
い
ま
し
た
。
障
害
者
自
立

支
援
法
施
行
後
、
全
国
で
反
対
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
賛
成
し
た
与
党
議
員
の
中
に
は｢

こ
ん
な

ひ
ど
い
法
律
だ
っ
た
の
か
、
官
僚
は
何
を
し
て
る

ん
だ｣

と
い
う
議
員
も
い
ま
し
た
。
こ
の
人
を「
立

法
府
の
国
会
議
員
」
と
呼
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
同

じ
こ
と
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
も
起
き
て
い

ま
す
。
リ
ス
ク
の
分
散
を
目
的
と
し
た
社
会
保
険

制
度
に
リ
ス
ク
の
高
い
、
収
入
の
比
較
的
低
い
層

だ
け
の
制
度
を
つ
く
る
の
は
不
可
能
で
す
。
か
と

い
っ
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
す
る
だ
け

で
は
、
医
療
保
険
間
の
格
差
は
拡
大
す
る
一
方
で

す
。
医
療
保
険
は
一
元
化
し
、
国
民
負
担
と
医
療

費
、
税
と
社
会
保
険
の
関
係
、
保
険
者
間
の
調
整
、

年
代
ご
と
の
負
担
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
っ
た

本
質
的
議
論
を
今
こ
そ
行
う
べ
き
で
す
。
ち
な
み

に
、
４
月
22
日
の
委
員
会
質
疑
で
２
年
前
の
医
療

制
度
改
革
に
お
け
る
高
齢
者
の
医
療
費
抑
制
１
兆

円
分（
２
０
２
５
年
ま
で
）は
高
齢
者
に
対
す
る
受

診
抑
制
で
あ
る
と
い
う
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ご　

挨　

拶

（
４
面
へ
つ
づ
く
）
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■
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

　
「
年
金
流
用
禁
止
法
案
の
答
弁
」（
11
月
21
日
、28
日
）

　

参
議
院
で
可
決
さ
れ
た
民
主
党

提
出
の
同
法
案
が
衆
議
院
へ
送
付

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
法
案
の
発

議
者
で
あ
る
足
立
は
答
弁
者
と
し

て
出
席
し
た
。
審
議
中
に
怒
声
が

飛
び
交
う
な
ど
衆
議
院
独
特
の
雰

囲
気
が
漂
う
中
、
慣
れ
な
い
状
況

の
中
で
も
し
っ
か
り
と
説
得
力
の
あ
る
答
弁
を
行
っ
た
。

■
一
般
質
疑
（
12
月
４
日
）

　

厚
労
省
に
対
し
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
労
災
認
定
が
さ
れ

た
事
業
所
名
の
公
表
を
早
急
に
行
う
よ
う
求
め
た
。ま
た
、

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
投
与
に
よ
り
肝
炎
に
な
っ
た
可
能
性
の

あ
る
方
々
の
実
態
調
査
の
必
要
性
や
、
高
度
先
進
医
療
技

術
の
効
果
的
な
保
険
導
入
の
仕
方
、
納
得
を
得
ら
れ
る
死

因
究
明
制
度
の
あ
り
方
な
ど
を
訴
え
た
。

■
一
般
質
疑
（
12
月
25
日
）

　

厚
生
年
金
病
院
の
整
理
合
理
化
計
画
に
関
す
る
問
題
を

追
求
す
る
と
と
も
に
、
政
府
の
医
療
費
抑
制
政
策
に
よ
り

生
じ
た
医
師
不
足
問
題
に
つ
い
て
、
将
来
推
計
に
基
づ
く

不
足
人
数
な
ど
具
体
的
な
数
字
を
示
し
、
政
府
の
危
機
感

を
促
し
た
。

■
大
臣
所
信
へ
の
質
疑
（
２
０
０
８
年
４
月
１
日
）

　

宙
に
浮
い
た
５
０
０
０
万
件
の
年
金
記
録
問
題
に
関
連

し
、自
ら
の
年
金
記
録
が
、社
保
庁
と
の
確
認
作
業
を
行
っ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
統
合
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
件
に

つ
い
て
質
し
た
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
特

定
検
診
に
関
し
て
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

■
一
般
質
疑
（
４
月
22
日
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
２
年
前
の
法
案
審

議
時
の
附
帯
決
議
（
21
項
目
）
が
守
ら
れ
て
い
な
い
点
や
、

65
歳
以
上
の
障
害
を
持
っ
た
方
が
同
制
度
に
事
実
上
強
制

加
入
さ
せ
ら
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
現
在
起
き
て
い
る

多
く
の
混
乱
が
、
２
年
前
の
時
点
で
民
主
党
が
予
測
し
て

指
摘
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
・
与
党
が
無
視

し
て
い
た
こ
と
に
対
し
強
く
批
判
し
た
。

■
感
染
症
予
防
法
及
び
検
疫
法
改
正
案
（
４
月
24
日
）

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
し
て
、
政
府
の
推
定

し
た
死
亡
割
合
が
低
す
ぎ
る
点
や
、
病
床
の
準
備
が
進
ん

で
い
な
い
点
を
指
摘
し
た
。
ま
た
入
国
時
の
感
染
の
お
そ

れ
の
あ
る
人
に
対
す
る
検
査
は
義
務
化
さ
れ
て
い
る
が
、

検
査
結
果
が
出
る
ま
で
待
機
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
な
い

点
に
つ
い
て
追
及
し
、大
臣
か
ら
「
検
討
に
値
す
る
ご
提
案
。

や
る
方
向
で
検
討
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
の
答
弁
を
得
た
。

①
原
子
爆
弾
被
爆
者
援
護
法

　
改
正
案
提
出
・
記
者
会
見

（
12
月
４
日
）

②
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
救
済
法

　
案
改
正
案
提
出（
４
月
24
日
）

①
日
本
医
療
政
策
機
構
主
催

　
　
　
「
都
道
府
県
が
ん
政
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」　　

  （
12
月
８
日
）

②
東
京
都
連
区
市
町
村
議
員
団
・
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
政
策
研
修
会

　
（
12
月
21
日
）

③
医
療
Ａ
Ｄ
Ｒ
連
絡
協
議
会
・
研
究
会
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 （
２
月
３
日
）

④
厚
生
年
金
病
院
の
公
的
存
続
を
要
請
す
る
院
内
集
会
（
４
月
14
日
）

①
設
立
総
会
（
２
月
12
日
）

　
１
２
０
名
を
超
え
る
超
党
派
議
員
に
よ
る
同
議
員
連
盟

が
設
立
さ
れ
、
総
会
と
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
今
後
、

足
立
は
事
務
局
次
長
と
し
て
議
連
の
活
動
の
中
心
を
担
っ

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

②
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

（
４
月
12
日
）

　
日
比
谷
公
会
堂
に
医
療
関

係
者
、
マ
ス
コ
ミ
、
患
者
・

家
族
、
学
生
、
国
会
議
員
な

ど
約
１
０
０
０
人
が
集
い
、

盛
大
に
行
わ
れ
た
。
足
立
は

主
催
者
と
し
て
参
加
す
る
と

と
も
に
質
疑
・
議
論
を
行
っ

た
。

①
ス
ズ
カ
ン
Ｔ
Ｖ
生
出
演

（
12
月
５
日
）

　
医
療
問
題
等
で
親
交
が
厚

い
鈴
木
寛
議
員
が
作
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
る

番
組
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演

し
た
。

①
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｖ
！
収
録
（
３
月
６
日
）

　
医
療
福
祉
チ
ャ
ン
ネ
ル
７
７
４
の
「
黒
岩
祐
治
の
メ
デ
ィ

カ
ル
レ
ポ
ー
ト
」
へ
出
演
し
た
。

厚
生
労
働
委
員
会
報
告

法
案
提
出

医
療
現
場
の
危
機
打
開
と

　
　
再
建
を
目
指
す
国
会
議
員
連
盟
活
動　

講　
演　
等

出
演

国
会
報
告
・
委
員
会
報
告

信足立信也Shin
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 in 大分
開催

足立信也支援者集会

参地ネット04

国
政
報
告
会（
竹
田
市
）

ス
タ
ッ
フ
紹
介

　
３
月
１
日（
土
）全
労
済
ソ
レ
イ
ユ（
大
分
県
労
働
福
祉
会
館
）に
お
い
て
、
約
２
５
０

名
の
参
加
を
頂
き
支
援
者
集
会
と
、
２
０
０
４
年
参
議
院
議
員
地
方
選
挙
区
か
ら
初
当

選
し
た
民
主
党
議
員
で
立
ち
上
げ
た
「
参
地
ネ
ッ
ト
04
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
始
め
に
後
援
会
役
員
紹
介
と
組
織
説
明
、
具
体
例
と
し
て
大
南
地
区
後
援
会
の
事
務

局
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
次
に
、
大
分
大
学
医
学
部
教
授
で
日
本
消
化
器
外
科
学
会

理
事
長
の
北
野
正
剛
先
生
よ
り
激
励
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
代
表
と

し
て
連
合
大
分
の
嶋
﨑
龍
生
会
長
に
あ
い
さ
つ
を
頂
い
た
。
続
い

て
、
足
立
信
也
よ
り
感
謝
の
気
持
ち
と
、
医
療
や
社
会
保
障
の
問

題
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
政
治
活
動
に
つ
い
て
決
意

を
込
め
た
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
参
地
ネ
ッ
ト
04
の
議
員
紹
介
と
入
場
が
行
わ
れ
、
先
輩
で
も
あ
る

釘
宮
磐
大
分
市
長
よ
り
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
頂
い
た
。各
議
員
自
己
紹
介
の
後
、

足
立
が
進
行
役
と
な
っ
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
年
金
・
医
療

制
度
・
少
子
化
対
策
・
道
路
特
定
財
源
・
防
衛
省
の
不
祥
事
問
題
等
、
参
加
者

よ
り
活
発
な
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
の
議
員
が
次
々
と

マ
イ
ク
を
握
り
、
丁
寧
に
し
か
も
熱
っ
ぽ
く
答
え
た
。

　
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
こ
こ
で
も
意
見
交
換
や
写
真
撮
影
な
ど
懇
親
の
輪

が
広
が
っ
た
。
休
む
間
も
な
く
、
参
加
議
員
が
全
員
街
頭
へ
と
出
向
き
、
県
民
の
方
々
に

分
か
り
や
す
く
政
策
を
訴
え
た
。

　
竹
田
地
区
労
働
セ
ン
タ
ー（
代

表 

工
藤
隆
浩
氏
）主
催
の
国
政
報

告
会
が
４
月
19
日（
土
）に
、
J
A

大
分
み
ど
り（
竹
田
市
）で
開
催
さ

れ
た
。
１
０
０
名
の
方
の
出
席
を

い
た
だ
き
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
、

来
賓
の
加
藤
正
義
市
議
会
議
員
の

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
足
立
信
也
よ

り
国
政
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
第
１
部
と
し
て
、
年
金
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
道

路
特
定
財
源
の
３
点
に
つ
い
て
、
問
題
点
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。
第
２
部
で
は
、
主
催
者
が
事
前
に
市
民
か

ら
の
投
稿
を
募
っ
た
質
問
事
項
や
会
場
か
ら
の
質
問
・
意

見
に
つ
い
て
、
ト
ー
ク
形
式
で
丁
寧
に
回
答
し
た
。
内
容

は
、「
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
」「
障
害
者
自
立
支
援

法
の
廃
止
に
つ
い
て
」「
道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て
」「
年

金
に
つ
い
て
」「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
に
つ
い
て
」等
で
内
容

の
濃
い
国
政
報
告
会
と
な
っ
た
。

　
こ
ん
に
ち
は
、
４
月
か
ら
大
分

事
務
所
で
皆
様
の
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
佐
藤
昭
生
と
申
し
ま

す
。
豊
後
大
野
市
三
重
町
在
住
で

す
。
サ
ッ
カ
ー
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
地
元
で
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
と
、
㈳
大
分
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
の
理
事
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
今
は
、
仕
事
を

覚
え
る
の
に
必
死
で
サ
ッ
カ
ー
に
か
か
わ
る
余
裕
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
援
者
の
方
々
へ
の
挨
拶
も
順
次
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

北野正剛先生

釘宮磐大分市長

嶋﨑龍生会長

「参地ネット
04」に参加
した議員の
皆さん
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